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特
集
　
安
倍
政
権
の
虚
実

「
安
倍
政
権
に
は
何
も
期
待
し
て
い
ま
せ
ん
。

彼
の
う
や
む
や
の
う
ち
に
、
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
で
、

し
か
も
着
々
と
や
っ
て
い
く
手
法
は
非
常
に
日
本

的
で
す
ね
。
…
…
そ
の
中
で
着
々
と
改
憲
の
方
向

へ
向
か
い
、『
普
通
の
国
』
に
す
る
。
…
…
結
局
、

ア
メ
リ
カ
合
州
国
が
つ
く
っ
て
い
る
大
き
な
世
界

政
治
の
方
向
へ
、
ま
や
か
し
の
方
向
へ
全
部
巻
き

込
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
…
…
野
党
が
し
っ
か
り
し
て

自
分
の
原
理
、
原
則
を
押
さ
え
て
ハ
ッ
キ
リ
と
し

た
反
対
論
を
言
わ
な
い
と
ダ
メ
で
す
。
市
民
も

し
っ
か
り
し
な
い
と
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
ば
か
り

で
す
」（
小
田
実
『
中
流
の
復
興
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
よ
り
）

６
年
前
の
参
議
院
選
挙
で
、
与
野
党
逆
転
を
伝
え

る
テ
レ
ビ
に
小
田
さ
ん
死
去
の
速
報
が
流
れ
た
夏
の

日
、「
一
票
の
行
使
」
が
で
き
な
い
在
日
の
私
で
す
ら
、

巻
き
込
ま
れ
ず
、
巻
き
返
し
た
有
権
者
の
選
挙
結
果

に
長
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
出
口
を
見
た
思
い
が
し
た
。

し
か
し
い
ま
、
か
つ
て
政
権
を
投
げ
出
し
た
安
倍

氏
が
自
ら
の
政
権
復
帰
を「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
胸
を

張
る
日
本
社
会
を
驚
き
と
あ
き
れ
た
気
持
ち
で
見
て

い
る
。
契
約
期
限
切
れ
に
お
び
え
な
が
ら
働
く
フ

リ
ー
タ
ー
や
生
活
保
護
打
ち
切
り
に
不
安
を
抱
え
る

貧
困
者
、ま
た
、就
活
の
際
、本
名
を
名
乗
る
と
、な
ぜ

朝
鮮
籍
？
出
身
学
校
は
？
通
名
で
働
か
な
い
の
と

言
わ
れ
る
在
日
コ
リ
ア
ン
の
現
実
。
そ
ん
な
日
本
の

社
会
が
本
当
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
社
会
と
い
え
る
の
だ

ろ
う
か
？
５
年
前
、
小
田
さ
ん
が
上
記
の
著
書
で

遺
し
た
言
葉
は
ま
さ
に
今
に
通
じ
る
警
鐘
で
も
あ
る
。

安
倍
首
相
は
２
月
21
日
、
日
本
の
植
民
地
支
配
や

侵
略
へ
の
反
省
と
お
わ
び
を
表
明
し
た
「
村
山
談

話
」
を
踏
襲
す
る
ど
こ
ろ
か
、
歴
史
認
識
は
「
歴
史

家
、
専
門
家
に
任
せ
る
べ
き
だ
」「
歴
史
認
識
に
立

ち
入
る
べ
き
で
は
な
く
、
政
治
家
は
未
来
を
語
る
べ

き
だ
」
と
、
米
紙
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
述
べ
た
。
爪
を

隠
し
て
逃
げ
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
歴
史
認
識
や
事
実
が
教
育
現
場
で
権
力
の
都

合
の
い
い
よ
う
に
わ
い
曲
さ
れ
て
い
る
。
本
年
１
月

24
日
の
東
京
都
教
育
委
員
会
の
発
表
に
よ
る
と
、
東

京
都
の
高
校
日
本
史
副
読
本
で
、
関
東
大
震
災
直
後

に
起
き
た
朝
鮮
人
虐
殺
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
、

２
０
１
２
年
度
版
「
大
震
災
の
混
乱
の
中
で
、
数
多

く
の
朝
鮮
人
が
虐
殺
さ
れ
た
」を
、来
年
度
か
ら「
朝

鮮
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
」
と
「
修
正
」
す

る
と
い
う
。猪
瀬
都
知
事
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て「
形

容
詞
を
変
え
る
こ
と
く
ら
い
大
し
た
意
味
は
な
い
と

思
い
ま
す
よ
…
…
」
と
記
者
会
見
で
答
え
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
形
容
詞
だ
け
で
な
く
、
動
詞
も
、
主
語

も
、
述
語
も
変
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

自
民
党
政
権
か
ら
民
主
党
政
権
、
ま
た
自
民
党
政

権
に
変
わ
っ
て
も
、
朝
鮮
高
校
へ
の
無
償
化
除
外
政

策
は
変
わ
ら
な
い
。
消
費
税
増
税
や
武
器
輸
出
三
原

則
緩
和
を
実
現
さ
せ
た
民
主
党
政
権
下
で
も
朝
鮮
高

校
無
償
化
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

神
奈
川
県
知
事
は
「
北
朝
鮮
の
核
実
験
」
を
口
実
に

県
内
の
朝
鮮
人
学
校
へ
の
助
成
金
を
打
ち
切
る
と
発

表
、
川
崎
市
の
市
長
は
２
月
19
日
の
記
者
会
見
で
、

助
成
金
の
代
わ
り
と
し
て
市
内
の
朝
鮮
人
学
校
に
拉

致
家
族
会
の
横
田
滋
さ
ん
夫
妻
の
著
書
や
ビ
デ
オ
を

現
物
支
給
す
る
と
発
表
し
た
。「
東
京
新
聞
」
に
よ

る
と
、
横
田
滋
さ
ん
は
北
朝
鮮
の
核
実
験
と
朝
鮮
人

学
校
の
無
償
化
問
題
と
は
別
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

私
が
今
の
日
本
社
会
を
危
惧
す
る
の
は
、
安
倍
政
権

を
見
習
う
が
ご
と
き
、
私
達
生
活
者
が
身
近
に
暮
ら

す
地
方
自
治
体
首
長
の
こ
の
よ
う
な
発
言
で
あ
る
。

今
年
も
高
校
無
償
化
か
ら
除
外
さ
れ
た
朝
高
生
が

私
の
塾
か
ら
巣
立
っ
て
行
っ
た
。
大
学
で
専
門
知
識

を
学
び
、
弁
護
士
や
社
会
福
祉
士
、
医
師
、
看
護
師
、

介
護
士
な
ど
と
し
て
日
本
の
少
子
高
齢
化
社
会
を
支

え
て
い
る
こ
れ
ら
在
日
コ
リ
ア
ン
３
世
、
４
世
の
若

者
た
ち
は
、
日
本
が
朝
鮮
を
植
民
地
に
し
た
過
去
の

歴
史
な
し
に
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
自
身

が
、
日
本
に
よ
る
侵
略
戦
争
、
植
民
地
支
配
の
犠
牲

者
の
子
孫
だ
か
ら
で
あ
る
。
夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
成
立
時
の
よ
う
に
市

民
に
寄
り
添
い
、
巻
き
込
ま
れ
ず
、
巻
き
返
す
よ
う

な
人
を
議
員
に
選
び
、
日
本
に
真
の
共
生
社
会
が
築

か
れ
ん
こ
と
を
、
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

（
ヒ
ョ
ン
・
ヒ
ャ
ン
シ
ル
／
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
塾
主
宰
、
小
田
実

文
学
と
市
民
運
動
を
語
り
考
え
る
会
）

長
い
も
の
に
巻
き
込
ま
れ
た
政
治
家
よ　
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
！

巻
き
込
ま
れ
な
い
、
巻
き
返
そ
う
と
す
る
「
小
さ
な
市
民
」
に
エ
ー
ル
を
！　
　
　

玄
　
香
実
　
　


